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2017年インドネシアボランティア植林体験ツアー報告 
今年も植林するのに一番いい１２月の雨期を選んで下記の日程で実行することができました。 

足元が溶岩礫で歩行も厳しい状況の植林の環境にもかかわらず参加していただいた皆様、溶岩の角

でちょっとした擦り傷はありましたが、大きなケガなく終了することができて感謝です。 

 

天候面もこの 2 年間は雨に降られて、濡れながら取り組んで頂きましたが、今年は雨も慰霊碑の植

樹の終わりごろに短い時間、降られただけで終わることができて感謝です。 

 

日本の TV のニュースでも伝えられていましたが、バリ島のアグン山の火山噴火の噴煙の影響で空

港が閉鎖されるなどの影響があり、実行が懸念されましたが、現地は約 30 ㎞離れているため、こ

の影響もなく実施できたことに感謝です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日程 

第 9 回バリ植林祭ツアー(15 名参加)：2017 年 12 月 8 日～12 日帰国 

引き続きバリ島＆カリマンタン島参加の皆さんは、           植林活動の軌跡地図 

第 20 回カリマンタン島植林体験ツアー（10 名参加）は 12 月 8 日~14 日に参加して帰国 

■実行した植林について 

①枯れた植林木の植え替え植林 

12 月 9 日朝 8 時より、地元のキンタマニ 

高校生 35 名、デンパサールの大学生 12 

名、日本からの参加者 15 名、地元の協力 

者 10 名の合計 72 名で 2015 年、2016 年 

に溶岩礫の堆積した土地に植林し、枯れて 

しまった木々を再植林しました。 

※枯れた原因は、植林事態は手順に従って 

実施して頂いていますが、中には完全に 

植林用苗の鉢を完全に埋め込んでいない 

ものもみられたこと、もう一点は植林後の 

天候によるものと考えられます。       12 月 9 日参加者 72 名で 1000 本植林 

土のない溶岩礫の堆積層の植林は難しい！ 

植林地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

溶岩礫堆積地の植え替え作業中の高校生たち    植替え用 BIOPOT 苗を前に作業の段取り打ち合わせ 

②植林祭 2017 年：水源涵養林の再生を願って植林  

12 月 10 日 林業省関係 45 名、バリの森を守る会 10 名、 

カルナバリ 30 名、デンパサールの大学生 12 名、日本か 

らの参加者 15 名、地元のグループ約 300 名合計約 450 名 

の参加により新規植林を 5000 本(地場の樹種アンププ)を 

植林しました。 

在デンパサール日本国総領事館の千葉総領事も休日のも 

かかわらず早朝より最後まで参加いただき感謝です。     笑顔で植林に向かう高校生 

 

 

 

 

 

 

 

ツアー参加メンバー鹿養夫妻記念植樹                

 

 

 

 

 

 

現場の状況から参加者全員が集合して写真撮影ができない。 

日本からのメンバーと STIBA の学生 

 

荒涼たる植林現場 

 

 

 

 

 

不燃ごみの収集を行う参加者 



 

 

 

 

バリックパパン 

 

 

 

 

 

 

 

③カリマンタン「オランウータンの森づくり」の自然再生植林 

サンボジャエリアの 2015 年山火事後の再生してきているブッシュの中に樹下植林 100 本（樹種、

地場の樹種メランティー、カポール、ウリン、マンゴー、ランブータン、ガハル）を植林した。2016

年 1 月以来 4 回目の植林をおこなった。別途植林寄付金として 34,200 円を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 檻から出て疑似自然訓練中のロミオ君       訓練施設オランウータンアイランドを見学 

④2015 年山火事被災地への樹下植林～熱帯雨林の再生 

 

 

 

 

 

 

 

  

最年長の中野社長        カポールの成木       最年少の参加者オランウータン大好き 

                                 加治さんも活躍 

このエリアは、焼畑が繰り返されてその後二次林になり灌木が生い茂っていた。2015 年に森林火災のため

に消失し、再び草本類の繁茂する環境になった。しかし、将来大きくなる樹種が無いので、二次林の樹下に

バリ島から 

カリマンタン島バリックパパンに移動しました。飛行時間は

直行便で約 1 時間 30 分です。 

今年の T シャツの

イラストは菅原み

なみさんの自然へ

の想いが込められ

ている。記念植樹 



将来主木になれる樹種を植林しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植林後参加者等と集合写真: とにかく蒸し暑い        レッドメランティの成木 100 年後？ 

⑤Km30 の植林地：荒廃した熱帯雨林の再生植林～まず一時植生チーク林を造成～ 

 本来自然林が維持されていれば 

               左のように生命あふれる熱帯雨林 

               だったものが、1970 年代からの伐 

採              採や焼畑農民の侵入、焼畑の繰り返 

               しにより土地が痩せてきて、作物の 

               収穫量が減ってきて、農民が放棄、 

               そして大規模森林火災に遭い、右の 

                写真のような状態になっていました。 

一人 2 ヘクタールの土地所有の農民から買い上げて 240ha を確保して植林をしています。 

アランアランの草原を開墾して、乾燥に強く一次植生のチークを植林している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 年 7 月のチーク植林現場の遠景  手前はアランアランの繁茂を防ぐためのパイナップル 

今回は Km30 の植林地の境界付近のまだ植林されていない 

遊休地のアランアランを刈り払いして、モリンガ（100 本） 

ポンガミア（400 本）、チーク（200 本）の合計 700 本を 

10 名のツアー参加のみなさんと地元民のみなさん 6 名で植 

林を実施しました。  ※笑顔でチークを植える小林さん⇒ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 年 7 月に植林したモリンガは 2~3m に育ち開花  植林作業後のひととき、パイナップルを食す 

※遊休地を切り開いて、モリンガを植えています。1 年以内に大きくなり花をつけて実を付けます。 

ここでは、種子を収穫するためにこのままで実を付けるのを待ちます。 

実が熟した時に種子をとる予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チークを植林（山本様）                   

                  バイオエネルギーの原料にされるポンガミアも植林 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チークと混植 3 年目のポンガミア 

ポンガミア（油）（Pongamia Pinnata、最近 Millettia Pinnata

が統一名)で,オーストラリア、インド原産の樹木です。 

インドでは、Ｋａｒａｎｊ/Ｉｎｄｉａｎ Ｂｅｅｃｈと呼ば

れています。 

http://en.wikipedia.org/wiki/Millettia_pinnata 

 日本でも、沖縄等では、海岸線等に自生していてクロヨナと

呼ばれています。街路樹等にも利用されているようです。 

第２世代の BDF 原料油種として、最近特に注目されています

！ 

マメ科の木で、乾燥地、温帯、亜熱帯で育つのは、ジャトロ

ーファと同じですが、毒性が無いために(正しくは、毒性が強

くない為）、絞りカスは高タンパク質で、家畜の飼料（鶏飼料

など）として使える様ですし、採種の機械化も出来る様です。

加えて、マメ科植物ですので、空中窒素の固定化を行う為、

肥料分（窒素分）も少なめで栽培できそうです。更に、豆の

サヤは、発電用の燃料（直接ボイラー）、ガス化・液化などの

利用の可能性も有ります。 

 

http://en.wikipedia.org/wiki/Millettia_pinnata


■ブキットバンキライ保護林へ～残された熱帯雨林の息吹を体感する 

最終日の午前中、林業公社の管理する「ブキットバンキライ保護林」を訪問し、バンキライという樹種の地

上 30m にかかっている吊り橋に上り、残された貴重な熱帯雨林を俯瞰し、熱帯雨林を体感していただきま

した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    キャノピーブリッジの入り口にて          キャノピーブリッジを体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2009 年より始めたステテコの森の今 8 年目   コンステックの森 2013 年開始、2016 年の状況 

この保護林の再生のために 2001 年以来約 30000 本の樹下植林を行ってきました。トレッキング道

路の両サイドは私たちが植林を行い、森が徐々に再生しています。これまで残された面積が少なく

なっている熱帯雨林の再生のための植林=樹下植林に貢献しています。 

■南方方面戦没者慰霊碑に次世代に引き継ぐ「平和の森づくり」New!! 

1999年にバリックパパン市に寄付をして、市役所の人たちとの会合があった時のコーヒーブレークで市役

所の中年女性職員の方に声をかけられました。 

「マンガーという海岸のところに第二次世界大戦の日本人戦没者の慰霊碑があるのを知っているか？」とい

うお話でしたが、自分のインドネシア語の知識にない「慰霊碑」という意味が理解できなくて何度も聞きな

おして状況がそれとなく理解することができました。 

「マンガーという海岸のところに日本人の戦没者の慰霊碑があるが、その周りが荒れ果てて、周りから農民

が侵入している。あなた日本人なら整備して守らないと。ちゃんと整備して公園のようにしたらいいのに」

というお話でした。 



バリックパパン市は、石油基地があり、第二次世界大戦のときに激戦があったことやバリックパパンからサ

マリンダ市に向かう道路は地獄街道と呼ばれていたことは、おぼろげながら知っていましたが、戦没者の慰

霊碑があることは、この時初めて知りました。（ｋｍ３０は地獄街道の 30㎞地点です） 

帰国して、厚生省に問い合わせてもその存在自体が記録されておらず、何もわかりませんでした。 

いろいろと調べて、昔を知る人たちの情報から、日本インドネシア文化交流会の「矢倉弾正」さんという方

が自費で建立されたものであることが分かりました。 

現地の情報をたよりに慰霊碑の現場はわかったので、植林体験ツアーのときにお参りすることやその前の海

岸の清掃や慰霊碑の周りの清掃や花木を皆さんと植樹したりしてきました。 

マングローブの木が枯れて、海岸の浸食が進んで、慰霊碑に近づいていることも知り、マングローブの植林

も過去二度しましたが、波に洗われてしまって失敗に終わりました。 

そのままになっていて持続的にできてないことは悔やんでいましたが、今回、ツアーのみなさんと植林をし

て、平和の森づくりを目指すことになりました。 

繰り返しになりますが、 

バリックパパンの郊外にある南方方面戦没者慰霊の周辺環境整備のための植林を今回のツアー参加の皆さ

んで 100 本実施していただきました。樹種は、塩分にも強いといわれ、この土地にあうと思われるマメ科

のポンガミアを 100 本テスト的に行いました。 

今後の成長状況が良ければ、この慰霊碑の周りの環境をととのえるためにポンガミアの植林を続け、あわせ

て植林できる樹種を調査して混交林に育ててゆきたいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様々な現場に応じた植林を限られた時間の中で実施体験していただき、合計で 7000 本の植林を実行できま

した。ご参加に心より感謝申し上げます。また、我々の植林実施前に下準備をしてくださった地元の皆様に

も感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 砂だけの土地で 

                     育ってくれるか？ 

                     心配ですが。。。 

 

塩分に強いマメ科のポンガミアを植樹  100 年生のポンガミア、慰霊碑の森になればいいなと願って

います。今回の苗は海岸地域に自生する親魏からの種子を採取して育苗した苗を使用しました。途中で

降り始めた雨の中皆さん熱心に植樹をしていただきました。感謝 



子供たちの未来に緑ゆたかな地球を残そう！ 

気候変動と飢餓貧困の対策：あなたにできること？ 

★まず現実を正しく知ること：地球はもう浸水をし始めていること！ 
あなたが乗っているボートに穴があいてしまったり、荷物が重すぎて水が入って 

浸水していたら、あなたはどのような行動をとりますか？ 

「普通なら、穴をふさいだり、水を汲みだしたりしますよね？」 

「グローバルフットプリント」という学問では、すでに地球の収容能力は 40%余りも 

オーバーしているそうです。 

地球はすでに浸水をしていて、あるいは穴があいている状態ともいえます。 

                                 こんな地球が広がると？ 

★「地球生命の源」＝「熱帯雨林」をこれ以上減らさないために！ 
 

私たちは事業活動の傍らで１９９６年以来、熱帯雨林の森を守っている森の管理人「オランウータン」の保護 

支援（ＮＰＯボルネオ オランウータン サバイバル ファンデーション日本）や森林伐採やその後の焼畑、 

山火事などで荒廃したインドネシアの熱帯雨林の植林による再生協力（ＮＰＯアジア植林友好協会）の支援 

活動を行っています。日頃よりたくさんの個人の皆様や企業の方々にご協力を頂き、活動をつづけています。 

私たち人間は呼吸を止められない、「継続は力」を実感しています。持続可能な世界を目指して活動をしてい 

ます。これからも参加、支援をしていただいている皆様とともに安心安全な世界を次世代に引き継ぐために。 

 

★浸水している穴を防ぐ植林は今を生きる私たちの役目です 
私たちが活動しているインドネシアの熱帯雨林の現場では、もう天然の熱帯雨林は無残な 

姿で残されています。 

★次世代の地球の姿が見えない 
このままでは、早晩、人類は危機的な状況に陥ってしまうのは明らかです。 

人類に残された時間を考えますと早くたくさんの植林推進が必要です。 

地球に住んでいるみんなで地球規模の植林・森林保護を積極的に推進することが不可欠です。 

有って当たり前と思いがちですが、森林のシステムは、人類の生活のなかのすべての健康、富、食料、燃料、重

要な生態系サービスを提供してくれています。森林は生物多様性の基礎で重要な役割を果たしています。多様性

豊かな森林は飲料水、肥沃な土壌と安定した気候を通気性の空気を提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



★一般植物の 20倍の成長する「奇跡の木＝モリンガ」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖一般植林では及ばないがモリンガなら温暖化緩和に 20倍の効果が期待できる。 



❖モリンガ 10個のミラクルポイント 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ご自宅直送 

    送料込・税別です。お問合せ 0120-80―8087 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体吸収抜群：砂漠の地下水「masafi」を飲んで、生命育む 

「マサフィー」飲んで「奇跡の木」モリンガを植えよう！ 

お申込み、お問合せはお気軽に 04-2968-6343  info@agfn.org  

モリンガ 100億本普及キャンペーン共同企画 アクアビバレッジ㈱＆ＮＰＯアジア植林友好協会 

水・空気当たり前の自然の恵みの為

に木を植えよう！ 

500mｌ24 本入り、4320 円購入で、インドネシア 

で、モリンガ 1 本の植林を行います。 

mailto:info@agfn.org


■NPOアジア植林友好協会のご紹介ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球市民・企業として地球の森づくりに参加を  
私どもＮＰＯアジア植林友好協会は、2002 年、設立から 16 年目を迎えました。その間、わたしたちは日常の生活活

動を「植林」という行動に直接結びつけていただけるように願い、活動を続けて参りました。 

「未来の子供たちに緑ゆたかな地球を引き継ぎたい」 

なかでも地球のすべての生命に大きな影響力のある「熱帯雨林の保護と再生」というコンセプトのもとに活動を行っ

ており、多くの企業や個人の皆様から、多くの参加支援をしていただいております。しかし、今日、地球規模で抱える

森林の減少の問題、気候変動の問題を考えるととても足りません。何よりも人類が地上で生き続けるために必要な森

林を、今を生きるすべての地球市民が生活の一部として行動が必要不可欠です。深刻な事実を知り、より多くの企

業、個人の皆様が、ご参加される事を切に願っています。 お問合せ：04-2968-6343 info@agfn.org  

mailto:info@agfn.org


 モリンガ普及プロジェクト           
この生命の木=モリンガ普及プロジェクトは、

人類共通の大きな課題、「気候変動」と「飢餓

貧困」対策のための植林です。 

植林から原料生産、製品加工から消費までを

対象として取り組むことで緩和対策として有

効な形になります。 

プロジェクトを行うには、苗木の生産、購入か

ら植え付け、収穫まで、そして製品加工、販

売、利用まで多くの皆さんの参加が必要です 

この活動は皆様の「地球に感謝の気持ち」に支えられ、人種や世代や宗教の違いを超えて実行しています。 

モリンガ普及したい会員募集中！ 

■モリンガの普及に貢献したい皆さんに会員募集の案内！ 
気候変動対策にもなるモリンガ、年間 160ｋｇのＣＯ2を吸収削減に役立ちます。 

育った葉っぱや実を食用に活用して、飢餓貧困対策になります。 

偏った栄養バランスの人達のためにバランスの良い栄養補給で健康生活を！ 

① モリンガ普及会員 A  入会金 500円 

②モリンガ普及会員 B  入会金 1000円＝植林 1本+種 100粒 

  

   
 
 
    育苗苗          植林 1本            2年後には成木   

③ モリンガ普及会員 Ｃ 入会金 2000円＝植林 1本+モリンガパウダー100ｇ                   

 
 

 

 

④ モリンガ普及会員 Ｄ 入会金 3000円                              

＝植林 2本+モリンガ粒 120粒入り 
 

 

 

 

⑤ モリンガ普及会員 Ｅ 入会金+植林１０本＝5000円 

 

お申込み：ＮＰＯアジア植林友好協会 

℡０４-２９６８-６３４３ Ｆａｘ ０４－２９６８－６４７０  

http://www.agfn.org   Email info@agfn.org  

※植林証明書を希望されます場合は 

基本的にはメールデータでお届けします。印刷

物として必要な場合は郵送させていただきます。 

http://www.agfn.org/
mailto:info@agfn.org

